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赤坂 勝会長

平
成
二
十
四
年
度
要
約
筆
記
奉
仕
員
養
成
講
座
を
開
講

〜
一
般
社
団
法
人
北
海
道
身
体
障
害
者
福
祉
協
会
が
北
海
道
の
委
託
を
受

け
て
実
施
す
る
「
平
成
二
十
四
年
度
要
約
筆
記
奉
仕
員
養
成
講
座
」
が
八

月
十
九
日（
日
）か
ら
札
幌
市
の
道
民
活
動
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
で
始
ま
っ
た
。

こ
の
講
座
は
手
話
通
訳
の
困
難
な
中
途
難
失
聴
者
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
手
段
と
し
て
の
要
約
筆
記
技
術
の
指
導
を
行
い
、
要
約
筆
記
奉
仕
員
を

養
成
し
、
聴
覚
障
害
者
の
基
本
的
な
権
利
を
保
障
し
、
聴
覚
障
害
者
の
福

祉
の
増
進
と
社
会
参
加
の
促
進
を
図
る
事
を
目
的
と
し
て
、
十
二
月
迄
の

期
間
に
十
二
日
間
、
五
十
二
時
間
に
亘
り
開
催
し
て
お
り
ま
す
。
〜

本
年
度
は
定
員
二
十
名
の
処
、
二

十
三
名
の
申
込
み
が
あ
り
、
全
員
を

受
講
決
定
と
し
ま
し
た
。

一
日
目
の
八
月
十
九
日
は
途
中
辞

退
者
四
名
と
当
日
欠
席
者
一
名
を
除

き
十
八
名
が
出
席
し
ま
し
た
。
開
講

式
で
は
、
主
催
者
の
一
般
社
団
法
人

北
海
道
身
体
障
害
者
福
祉
協
会
赤
坂

勝
会
長
の
代
理
で
泉

司
常
務
理
事
・

事
務
局
長
か
ら
開
講
挨
拶
と
し
て
、

「
過
去

最
多
に

並
ぶ
多

数
の
受

講
に
対

し
感
謝

の
言
葉

と
障
害
者
支
援
法
の
施
行
に
よ
り
要

約
筆
記
奉
仕
員
の
養
成
講
座
は
、
本

年
度
が
最
後
に
な
る
事
、
十
二
月
ま

で
の
期
間
で
十
二
日
間
、
五
十
二
時

間
の
長
期
間
を
体
調
管
理
し
、
全
員

が
十
二
月
の
閉
講
式
で
修
了
書
を
授

与
さ
れ
る
事
を
祈
念
し
ま
す
。」
と

挨
拶
さ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
、
来
賓
の
北
海
道
中
途
難

失
聴
者
協
会
中
西
昭
夫
会
長
か
ら
要

約
筆
記
が
聴
覚
障
害
者
に
と
っ
て
大

切
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
で

あ
る
こ
と
を
話
さ
れ
、「
最
後
ま
で

健
康
に
留
意
さ
れ
全
員
が
受
講
さ
れ

る
こ
と
を
願
い
ま
す
。」
と
激
励
さ

れ
ま
し
た
。

最
後
に
、
こ
の
養
成
講
座
の
講
師

を
代
表
し
て
要
約
筆
記
通
訳
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
会
「
は
ま
な
す
」
山

靖

子
代
表

か

ら

「
十
二

月
ま
で

の
長
期

間
の
養

成
講
座

と
な
り
ま
す
が
一
緒
に
頑
張
り
ま

し
ょ
う
。」
と
励
ま
し
の
挨
拶
が
あ

り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
事
務
局
か
ら
連
絡
事
項

等
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
後
、
十

時
三
十
分
か
ら
、
最
初
の
講
義
「
聴

覚
障
害
者
の
基
礎
知
識
」
と
題
し
て

と
も
ク

リ
ニ
ッ

ク
新
谷

朋
子
院

長
か
ら

パ
ワ
ー

ポ
イ
ン

ト
を
使
い
な
が
ら
聴
覚
の
構
造
、
音

の
伝
道
の
仕
組
、
聴
覚
検
査
、
補
聴

器
、
人
工
内
耳
な
ど
医
学
専
門
的
な

講
義
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

午
後
か
ら
は
、「
中
途
失
聴
者
・

難
聴
者
の
臨
床
心
理
」
と
題
し
て
、

札
幌
医
科
大
学
耳
鼻
咽
喉
科
言
語
聴

覚
士
の
川
端

文
さ
ん
か
ら
講
義
が

あ
り
ま
し
ま
し
た
。

そ
の
後「
は
ま
な
す
」の
山

靖
子

代
表
の
進
行
で
養
成
講
座
の
講
師
の

皆
さ
ん

の
自
己

紹
介
、

続
い
て

受
講
生

か
ら
出

身
地
、

氏
名
、
受
講
の
動
機
な
ど
、
自
己
紹

介
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
日
の
最
後
の
講
義
は
「
中
途

失
聴
・
難
聴
者
の
体
験
談
」と
題
し
、

北
海
道
中
途
難
失
聴
者
協
会
道
北
支

部
、
坂
本

千
枝
子
さ
ん
か
ら
貴
重

な
体
験
を
交
え
講
義
が
行
わ
れ
、
そ

の
後
、
受
講
生
か
ら
活
発
な
質
問
が

あ
り
予
定
時
間
の
十
五
時
、
一
日
の

講
義
を
無
事
終
え
ま
し
た
。

二
日
目
、
午
前
は
、「
日
本
語
の

特
徴
」
と
題
し
て
講
義
・
実
技
が
実

施
さ
れ
、
Ｏ
Ｈ
Ｐ
ロ
ー
ル
紙
を
使
用

し
ス
ク
リ
ー
ン
に
各
受
講
生
が
書
い

た
ロ
ー
ル
紙
を
写
し
て
講
師
の
添
削

を
受
け
ま
し
た
。

午
後
か
ら
は「
要
約
筆
記
の
表
記
」

と
題
し
て
講
義
・
実
技
が
実
施
さ

れ
、
講
師
が
読
ん
だ
文
章
を
要
約
し

て
ロ
ー
ル
紙
に
書
き
、
各
受
講
生
の

ロ
ー
ル
紙
を
ス
ク
リ
ー
ン
に
写
し
て

講
評
を
受
け
ま
し
た
。

本
養
成
講
座
は
、
今
後
、
十
二
月

十
六
日
ま
で
の
期
間
、
毎
回
日
曜
日

に
開
催
延
べ
十
二
日
間
五
十
二
時
間

に
亘
っ
て
、
講
師
は
要
約
筆
記
通
訳

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会「
は
ま
な
す
」の

会
員
の
方
々
に
お
願
い
し
て
、
ノ
ー

ト
テ
イ
ク
や
Ｏ
Ｈ
Ｐ
（
透
明
な
シ
ー

ト
の
上
に
書
い
た
文
字
を
ス
ク
リ
ー

ン
に
投

影
す
る

装
置
）

を
使
い

要
約
筆

記
の
実

技
、
パ

ソ
コ
ン

要
約
筆

記
な
ど

多
彩
な

カ
リ
キ

ュ
ラ
ム

が
組
ま

れ
て
ま

す
。

発行人
一般社団法人
北海道身体障害者福祉協会

会長 赤 坂 勝
札幌市中央区北２条西７丁目（かでる２・７）
電 話 ０１１‐２５１‐１５５１
ＦＡＸ ０１１‐２５１‐０８５８
ホームページwww．hokusinkyo．or．jp
北海道障害者社会参加推進センター
電 話 ０１１‐２５１‐９３０２
毎 月 ２５日発行

会員購読料（年）９０円
（会費に含む）

非会員 同 ２，０００円

「
ご
協
力
を
！
」
町
内
会
の
回
覧
協
力
に
よ
る
日
身
連
収
益
事
業
は
、
あ
な
た
の
協
会
に
還
付
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

北
身
協
の
襟
章（
バ
ッ
ジ
）

デ
ザ
イ
ン
決
定

一
般
社
団
法
人
北
海
道
身
体
障
害

者
福
祉
協
会
は
、
創
立
六
十
周
年
を

記
念
し
て
襟
章
の
デ
ザ
イ
ン
を
募
集

し
た
処
、
多
数
応
募
の
中
か
ら
厳
正

な
審
査
の
結
果
、
以
下
の
通
り
決
定

し
ま
し
た
。

当
選
者
は
全
道
障
害
者
福
祉
大
会

釧
路
大
会
に
於
い
て
一
般
社
団
法
人

北
海
道
身
体
障
害
者
福
祉
協
会
赤
坂

勝
会
長
よ
り
表
彰
状
と
記
念
品
が
授

与
さ
れ
ま
す
。

「
当
選
者
」

砂
川
身
体
障
害
者
福
祉
協
会
会
員

広
能

明

様
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「
身
体
・
知
的
・
精
神
障
害
者
の
合
同
部
会
の
開
催
」

「
八
月
二
十
八
日
（
火
）、
平
成
二
十
四
年
度
北
海
道
障
害
者
社
会
参

加
推
進
協
議
会
身
体
・
知
的
・
精
神
障
害
者
の
合
同
部
会
が
札
幌
市
の
道

民
活
動
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
本
年
度
も
障
害
者
福
祉
関

係
団
体
の
代
表
者
、
学
識
経
験
者
、
行
政
機
関
で
構
成
さ
れ
る
各
部
会
委

員
が
一
同
に
会
し
、
各
団
体
の
平
成
二
十
四
年
度
の
障
害
者
社
会
参
加
推

進
事
業
計
画
及
び
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
報
告
・
協
議
致
し
ま
し
た
。」

開
会
宣
言
の
後
、
会
長
挨
拶
が
一

般
社
団
法
人
北
海
道
身
体
障
害
者
福

祉
協
会
赤
坂

勝
会
長
よ
り
な
さ

れ
、
先
ず
出
席
委
員
の
紹
介
の
後
、

各
部
会
長
の
確
認
を
し
ま
し
た
。
委

嘱
期
間
が
平
成
二
十
五
年
七
月
六
日

ま
で
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
各
委

員
の
交
代
も
あ
り
ま
し
た
が
再
度
確

認
さ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
、
合
同
部
会
議
長
に
身
体

障
害
者
部
会
長
の
干
野

章
人
さ
ん

が
選
任
さ
れ
、議
長
の
進
行
に
よ
り
、

本
年
度
の
各
障
害
者
団
体
の
事
業
計

画
並
び
に
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
報

告
・
協
議
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
北
海
道
保
健
福
祉
部
福

祉
局
障
が
い
者
保
健
福
祉
課
花
岡
祐

志
主
幹
か
ら
北
海
道
に
お
け
る
障
が

い
者
社
会
参
加
促
進
関
連
事
業
に
つ

い
て
、
北
海
道
労
働
局
職
業
安
定
部

職
業
対
策
課
石
原

利
秀
地
方
障
害

者
雇
用
担
当
官
よ
り
北
海
道
に
お
け

る
障
害
者
雇
用
状
況
に
つ
い
て

夫
々
、
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

最
後
に
意
見
交
換
、
全
体
を
通
し

て
質
疑
応
答
が
あ
り
ま
し
た
。

主
な
内
容
は
次
の
通
り

▼
以
前
各
部
会
ご
と
の
開
催
と
い
う

提
案
が
あ
っ
た
が
合
同
部
会
で
各
部

会
の
状
況
を
知
る
事
が
出
来
る
の
で

こ
の
ま
ま
で
良
い
と
思
う
が
如
何
で

し
ょ
う
か
。

▼
障
害
者
の
法
定
雇
用
率
で
国
と
都

道
府
県
教
育
委
員
会
で
ど
う
し
て
率

の
違
い
が
あ
る
の
か

▼
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
道
内
四
名
は
い

つ
も
同
じ
人
な
の
か
。

結
論
の
出
な
い
内
容
は
次
回
に
説
明

す
る
と
し
て
終
了
致
し
ま
し
た
。

社 団 法 人 日 本 義 肢 協 会 会 員

川端 文言語聴覚士

合同部会審議風景

山 靖子「はまなす」代表

開講式挨拶の泉 司常務理事

新谷 朋子院長

受講生の皆さん

（平成２４年９月２５日）北 海 道 身 体 障 害 者 新 聞昭和３０年３月２４日�
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身
体
障
害
者
の
北
海
道
職
員
採
用
試
験

〜
平
成
二
十
四
年
度
身
体
障
害
者
を

を
対
象
と
し
た
北
海
道
職
員
の
採
用

選
考
試
験
に
つ
い
て
〜

北
海
道
人
事
委
員
会
は
「
障
害
者

の
雇
用
の
促
進
に
関
す
る
法
律
」
の

趣
旨
に
沿
い
、
障
が
い
者
の
雇
用
の

促
進
を
図
る
た
め
、
次
の
通
り
採
用

選
考
試
験
を
実
施
致
し
ま
す
。

受
付
期
間

平
成
二
十
四
年
九
月
二
十
四
日（
月
）

〜
十
月
十
二
日（
金
）

当
日
消
印
有
効
（
持
参
不
可
）

第
一
次
試
験

平
成
二
十
四
年
十
一
月
十
一
日（
日
）

試
験
地

札
幌
市
、
函
館
市
、
旭
川
市
、
網

走
市
、
帯
広
市
、
釧
路
市
、（
全

道
六
ケ
所
）

試
験
区
分
、
採
用
予
定
数

一
般
事
務
（
初
級
相
当
）
五
名

教
育
事
務
（
初
級
相
当
）
九
名

警
察
事
務
（
初
級
相
当
）
八
名

受
験
資
格

一
、
身
体
障
害
者
手
帳（
一
〜
六
級
）

の
交
付
を
受
け
て
い
る
者

一
、
学
歴
問
わ
ず
昭
和
五
十
二
年
四

月
二
日
か
ら
平
成
七
年
四
月
一
日

ま
で
生
ま
れ
た
者

選
考
試
験
方
法

第
一
次

教
養
試
験

四
十
題

作
文
試
験

計
三
時
間

第
一
時
合
格
発
表

十
一
月
二
十
二
日（
木
）

問
合
せ
先

北
海
道
人
事
委
員
会

北
海
道
庁
別
館
十
一
階

任
用
課

担
当
矢
野

電

話

〇
一
一
―

二
〇
四
―

五
六
五
四

Ｆ
Ａ
Ｘ

〇
一
一
―

二
三
二
―

二
七
〇
九

「
詳
細
は
北
海
道
人
事
委
員
会
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
下
さ
い
。」
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砂
川
身
体
障
害
者
福
祉
協
会
で
は
、

八
月
十
一
日（
土
）に
砂
川
総
合
福
祉

セ
ン
タ
ー
で
第
一
回
福
祉
交
流
ビ
ー

ル
パ
ー
テ
ィ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
二
百
余
名
が
集
い
、
用

意
し
た
お
つ
ま
み
類
は
全
て
消
化
す

る
大
盛
況
で
砂
川
市
内
の
障
害
を
持

つ
人
達
、

健
常
者
、

ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
と
が

一
同
に
参

加
・
交
流

し
和
や
か

な
内
に
も

楽
し
い
ひ

と
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

ま
た
、
お
隣
の
滝
川
身
体
障
害
者

福
祉
協
会
左
京
会
長
他
、
多
数
の
会

員
も
参
加
、
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

挨
拶
で
工
藤
会
長
は
、
身
体
や
知

的
、
精
神
、
内
部
障
害
な
ど
い
ろ
い

ろ
あ
り
ま
す
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

皆
さ
ん
を
含
め
、
こ
う
し
て
一
堂
に

会
す
る
機
会
を
得
ら
れ
て
嬉
し
く
思

い
ま
す
。

有
意
義
で
楽
し
い
時
間
を
お
過
ご

し
く
だ
さ
い
と
挨
拶
致
し
ま
し
た
。

内
容
が
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
で
、
バ
ン

ド
演
奏
、
抽
選
会
で
盛
り
上
が
り
、

事
務
局
と
し
て
は
ほ
っ
と
し
て
い
ま

す
。ボ

ラ
ン

テ
ィ
ア
の

方
々
を
始

め
と
し
て

お
手
伝
い

頂
い
た
皆

様
に
は
御

礼
申
し
上

げ
ま
す
。

北
海
道
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校

の
募
集
に
つ
い
て

砂
川
市
の
「
北
海
道
障
害
者
職
業

能
力
開
発
校
」
は
平
成
二
十
五
年
度

の
入
校
生
の
募
集
を
次
の
通
り
と
致

し
ま
し
た
。

★
受
付
期
間

平
成
二
十
四
年
十
一
月
一
日
か
ら

十
一
月
二
十
日
ま
で

★
選
考
日

平
成
二
十
四
年
十
二
月
三
日（
月
）

午
前
八
時
五
十
分
か
ら

★
選
考
場
所

北
海
道
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校

（
砂
川
市
焼
山
六
十
番
地
）

★
選
考
方
法

学
力
試
験
（
国
語
・
数
学
）

面
接

★
合
格
発
表

平
成
二
十
四
年
十
二
月
十
日
（
月
）

★
募
集
訓
練
科
・
人
数

▼
総
合
ビ
ジ
ネ
ス
科

▼
プ
ロ
グ
ラ
ム
設
計
科

▼
Ｃ
Ａ
Ｄ
機
械
科

▼
建
築
デ
ザ
イ
ン
科

▼
総
合
実
務
科

※
各
科

二
十
名
、
計
百
名

★
応
募
書
類
等

一
、
願
書
・
健
康
診
断
書
は
最
寄
の

公
共
職
業
安
定
所
へ

一
、
応
募
者
が
少
数
の
時
は
休
科
の

場
合
あ
り
、
応
募
課
以
外
に
変
更

可
能

【
問
合
先
】

訓
練
第
一
課

清
水
課
長

電

話

〇
一
二
五
―

五
二
―

二
七
七
四

Ｆ
Ａ
Ｘ

〇
一
二
五
―

五
二
―

九
一
七
七

※
困
り
ご
と
、
悩
み
ご
と
は

「
障
が
い
者
一
一
〇
番
」
へ

（
札
幌
市
以
外
に
お
住
ま
い
の
方
）

電

話

〇
一
一
―
二
五
二
―
一
二
三
三

Ｆ
Ａ
Ｘ

〇
一
一
―
二
五
二
―
一
二
三
五
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盲
ろ
う
者
通
訳
・
介
助
員
派
遣

事
業
の
利
用
登
録
申
請
に
つ
い
て

あ
な
た
の
ご
家
族
や
周
り
に
視
覚

と
聴
覚
に
重
複
し
て
障
害
の
あ
る
方

は
い
ま
せ
ん
か
。
北
海
道
身
体
障
害

者
福
祉
協
会
で
は
、
こ
の
よ
う
な
方

に
対
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や

移
動
等
の
支
援
を
行
う
「
盲
ろ
う
者

通
訳
・
介
助
員
派
遣
事
業
」
を
無
料

で
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

是
非
、
盲
ろ
う
者
の
方
や
ご
家
族

に
、
こ
の
事
業
を
紹
介
し
て
通
院
や

買
い
物
な
ど
で
利
用
さ
れ
る
よ
う
に

お
伝
え
下
さ
い
。

な
お
、
事
前
に
利
用
登
録
が
必
要

と
な
り
ま
す
の
で
、
登
録
手
続
き
な

ど
は
お
問
合
せ
下
さ
い
。

【
問
合
せ
先
】

一
般
社
団
法
人

北
海
道
身
体
障
害
者
福
祉
協
会

電

話

〇
一
一
―

二
五
一
―

一
五
五
一

Ｆ
Ａ
Ｘ

〇
一
一
―

二
五
一
―

〇
八
五
八

先
ず
、
ご
連
絡
下
さ
い
。

あ
な
た
の
自
立
と
社
会
参
加
の

お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

ビールパーティーの会場盛り上るバンド演奏

（２）（第７０２号）北 海 道 身 体 障 害 者 新 聞昭和３０年３月２４日�
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�
�第三種郵便物認可（平成２４年９月２５日）


